
,石器時代における利根′|

の発掘略報,古代12

文・社会・自然3

ノ台北貝塚,日 本考古

ノ台貝塚 ,日 本

における利根川下流域の研究

千葉県文化財センター
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こおける利根川下流域の研究

塚 ,日 本考古学年報13

山川渓谷における貝塚の

1tl:rl,'(. f.

口|・ 宿井戸員塚,八 lJ i

豊栄・久方員塚,八日市場市史

千葉県立中央博物館研究報告 人文科学2(2)

―-352-―



広域

邦貝塚ヨリ出タル人骨二就テ,

ガ発見セシ下総、

isitoric Fishing in Japan,

廿六年以前に採集された

距貝塚群について,誉田
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附章 資料・ データ集

第 6節 千葉県文化財センター所有貝類標本

1.当 センター所有の貝類標本 と最近行つた貝類の同定 につ いて

貝塚出土貝類の種名を報告するに当たっては、本来、同定記載 (同定の根拠を示すもの。標本・図鑑と

の一致点、他の分類群との相違点など)を示す必要がある。しかし、当センターの最近の報告ではこれを

省略してきた。その理由の一つは、魚骨などに比べて、貝類の同定は比較的手続きが単純で誤りが出にく

いことにある。もう一つは、報告書単位で個々に示すより、同定に使用した標本を何かの機会にまとめて

示す方が今後の研究に有効であり、同定を実施する機関としての責任も果たせると考えていたからである。

今回提示する貝類標本は、千葉市有吉北貝塚から出土した貝塚産標本を基本として、その後の貝塚の整

理で出土した貝塚産標本、県内の海岸で収集した現生標本を追加していったものである。収集の基準は、

「千葉県内の貝塚で出土する可能性のある種」である。最近、当センターの職員が貝類の同定作業を行う

際には、この標本を持ち出して利用し、未登録の貝種を追加するようにしている。

2.貝 類標本 リス トと写真図版

(1)今回取 り上げるのは基本的には貝塚産標本のみとし、現生標本はとくに参考としたい場合に限った。

(2)標本コードは「綱―科一種」を示す。科までは「貝類標本分類コード」表のとおり分類学的配列に

よる。種についても、なるべく近縁種が近いNQに なるようにしたが、完全ではない。写真図版は種のコー

ド順にこだわらず、近縁種や形態の似た種が見やすいように配置した。

(3)貝塚産標本は千葉市有吉北貝塚のほかに、以下の遺跡の資料を加えていった。カッコ内の当センタ

ー職員が同定を行い、その後西野が一部再検討を行った。また、疑間のあるものの一部については、以前

千葉県立中央博物館黒住耐二氏に御指導を受けたが、最終的な確認はお願いしていない。

千葉市有吉北貝塚

千葉市谷津台貝塚

千葉市高沢遺跡

流山市上新宿貝塚

流山市上貝塚

縄文中期 (西野1998)

縄文前期 (小宮1983)

古墳後期～奈良 (関口1990)

縄文後・晩期 (西野1994)

縄文後・晩期 (岡田1996)

小見川町白井大宮台貝塚  縄文中期 (西野1991)

袖ヶ浦市山野貝塚 縄文後期 (西野1992)

野田市東金野井貝塚    縄文後期 (西野1993)

流山市三輪野山貝塚    縄文後・晩期 (整理作業中)

市原市草刈六ノ台遺跡   縄文早期・弥生 (西野1993)

横芝町中台貝塚 縄文中・後期 (小宮1987)

(4)同定にあたっては以下の図鑑を参考にした。文章中では『』内の略称を使った。

学名や和名などに違いがあるときはこの順に優先して採用した。
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第 6節 千葉県文化財センター所有貝類標本

A 奥谷喬司他1986『決定版生物大図鑑 貝類』世界文化社 ……

B 波部忠重・奥谷喬司『学研生物図鑑 貝 I』 学研

波部忠重 0奥谷喬司『学研生物図鑑 貝 H』 学研
C 吉良哲明『原色日本貝類図鑑』保育社 …………………………

波部忠重『続原色日本貝類図鑑』保育社 ………………………

(5)写真は原寸を原則とし、異なる場合はカッコ内に縮尺を示した。

(6)写真の下に記載した解説は上記の図鑑のほかに以下の文献を参考にした。

黒住耐二・ 岡本正豊1994『千葉県市原市の貝類 一市原市自然環境実態調査報告書1994年 3月』

高安克己 0漆戸尊子・奥出不二生1984『 日本産シジミ3種の殻体の比較形態学』

沼田員・風呂田利夫1997『東京湾の生物誌』築地書館

藤原次男1982「汽水域で採集されたマシジミ」日本水産学会誌48-1

間嶋隆-1987「日本産ツメタガイ類 (腹足類 :タ マガイ科)の分類」VENUS46-2

Machiko Yamada 微小貝ホームページの"Database"

(7)標本は当センター中央調査事務所千葉調査室で保管している。

3.貝 類の同定作業 につ いて

図鑑類のみを使って貝塚の貝の種を決めるのは危険である。図鑑に示された写真は、ある程度のサイズ

に成長した 1個の代表例でしかなく、解説文も他種との識別を行うための主な特徴、ポイントといったも

のに過ぎない。われわれの経験でも、図鑑に従えば間違った同定をしてしまうと考えられるケースは多い。

しかし、これは図鑑が悪いのではなく、図鑑類のもつ限界によるものである。図鑑に載っている写真に似

ている、といったことで種名を限定するのは明らかな誤りである。とくに、貝塚の貝はほとんどが色の特

徴を残していないこと、破片や表面が劣化しているものが多いことなどの不利な条件がある。

ではどうすればよいのか。相談を受けたときは、図鑑やすでに整備された標本を参考にして、出上した

貝種について残りの良い個体を取り出し、標本を整備することを勧めている。破片の同定、どこまで残っ

ていれば 1個 と数えるか、などの作業は手元に標本を置いて始めるべきである。また、使用した標本につ

いて、および、少しでも疑間のあるものについて専門家や詳しい人に相談することも必要である。

なお、同定作業の基本的な考え方については、樋泉岳二1994「遺跡産魚骨同定の手引き(I):同定の考

え方と手順」動物考古学 2に詳しい。

今回あえて図鑑に類する形を採用したのは、千葉県内の貝塚で出土する貝種に対象を絞れば、一般の図

鑑よりは便利なものができるのではないか、と考えたからである。繰 り返し出る貝種ほど、正しく同定し、

その出土の意味 (漁場、資源量、食材としての価値、漁法など)を正しく知りたい。生物学等の研究者に

相談しながら、今後もこのような目的で標本の充実を図っていきたい。

『世界文化社』

『学研』

『学研』

『保育社』

『保育社』
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第69表 貝類標本一覧
PL 写真 コードNo  和 名          学 名 日 名 科 名

1 Ⅲ AO卜01  マダカアワビ        〃″′ο′Is“oあレ 原始腹足‖

原始腹足 H

原始腹足日

原始腹足目

原始腹足日

原始腹足目

原始腹足目

原始腹足目

原始腹足目

原始腹足日

原始腹足目

ミミガイ科

‖ A08-01  ツボミガイ         Pa″ 〃ο′″ 2ソg″α′α″ッ ″たοra キノカサガイ科

Ⅲ■12-11 イシダタミガイ      Mο ″οJο″ra″ bfοメγ
"α
οttSa

Ⅲ■12-3  イポキサゴ        υ
“
bο″ル〃β″

“

切 ″ο″崚力
“

Ⅲ―A12-22  キサゴ*           υ
“
bοガ〃″σωrar″″

Ⅲ―A12-23  ダンベイキサゴ       じ
“
み
`"′
2ra rs2“ル〃 g懃ク″″

“
‖卜A12-31  クボガイ           C″ ο′οヵ

“
α′Isc212j

‖■12-32  コシダカガンガラ      Oη 力αJJ"rasた″s

ニシキウズガイ科

ニシキゥズガイ科

ニシキゥズガイ科

ニシキゥズガイ科

ニシキウズガイ科

ニシキゥズガィ科

2

3

あ

16

‖l Al卜 01   スガイ                 ι″″′ra σο′。″α″Ooに
`″

SIS

‖l■15-03  サザエ           B″ ′JJ2s εο″″″′″S

リュウテンサザエ科

リュウテンサザエ科

Ⅲ■17●2  ヒロクチカノコガイ     DOsrraッ ′οra“α アマオブネガイ科

Ⅲ B05→ 1  オオタニシ         C― ル″¨ ο
“
i“

‖―B05●2  マルタニシ          C″ 口電n″油囮レ`″
力
“
ぉIs Jαι″

中腹足目

中腹足目

中腹足目

中腹足目

中腹足目

中腹足目

中腹足目

中腹足目

中腹足日

中腹足目

中腹足目

中腹足日

中腹足日

中腹足目

中腹足目

中腹足目

中腹足目

中腹足目

中腹足目

中腹足目

タニシ科

タニシ科

‖ 80卜01  タマキビガイ        ι′rrarr″αb″νた″″ タマキピガイ科

‖l―B2■01  オオヘビガイ        Sθ 4′″J●め rs ttι′たα′″s ムカデガイ科

‖ B25111  カワニナ           ル″rs″たαψfra“レ″加α カワニナ科

‐７

‐８

‐９

ｍ

２‐

２

３

‖ B2801  フトヘナタリガイ       G″ J″蒻θαルレリカο″α″″
‖ B2卜02  ヘナタリガイ        C″ ′″J滅夕q″ jJra cj″ν″ra

‖l B2卜03  カワアイガイ        G′ ″′″滋 q",Jraりa夢″た″sIS
Ⅲ-82卜04  ホソウミニナ*       Bα ″′′α″la c″″,4gI′
‖132805  ウミニナ          βα″JJa″た″″rrr/orars
Ⅲ-32卜06  イボウミニナ        Bα″JJa″″zαηJIs

ウミニナ科

ウミニナ科

ウミニナ科

ウミニナ科

ウミニナ科

ウミニナ科

‖l B32-01  カニモリガイ        PrarJの α″οο″′ オニノッノガイ科

4 ２

２５

２６

２７

２８

２９

‖l B48-01  ツメタガイ         Grassa″ 滋瞬diゥ
“
α

Ⅲ B48 03  ネコガイ          E″ ′rた″α′″′Jra

タマガイ科

タマガイ科

Ⅲ■53■1  オミナエシダカラガイ    E/osar″ らοjッレ′
‖■5302  キイロダカラガイ      Mο ″

`rar″
″ο″′″″0″′″

Ⅲ B53-03  ハナビラタカラガイ     Mο ″ιrar′α pttα″′″″‖りα
"″
rys

‖:―B5}04  ホシキヌタガイ       P● ″″ tめsrap●闊り ν′″JJrs

タカラガイ科

タカラガイ科

タカラガイ科

タカラガイ科

３０

３‐

３２

３３

３

３５

３６

３７

”

Ⅲ B54-01  ボウシュウボラ       C″ α″ο″″囮
“
t■∝ sa″ルκ

‖l-35牛02  カコポラ          ルb″ορセxρα″ル″9χ″″
`“
ο

フジツガイ科

フジツガイ科

‖く01●1 アカニシ        Rη
“
α″″οsα

‖(01●2 イボニシ         動 ぉ́aa,s″り c′ωlgF″

‖(01●3  レイシガイ         動αぉβιISZり Craッ Jgara
‖(0卜99 アクキガイ科種不明     Muttdae gen.&spJndet

新腹足目

新腹足目

新腹足目

新腹足目

新腹足目

新腹足目

新腹足目

新腹足目

新腹足目

新腹足目

新腹足目

新腹足目

新腹足目

アクキガイ科

アクキガイ科

アクキガイ科

アクキガイ科

‖l(03-02  マルテンスマツムシガイ   ルdα″rraJra″α″″″sj タモ トガイ科

Ⅲく04-01 アラムシロガイ      Rα たぃ sα/as′′ν́
Ⅲ(04-02  ムシロガイ         Ⅳゎ″α′陀s∝″s

ムシロガイ科

ムシロガイ科

6
３９

４０

４‐

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

Ⅲ{05-01 バイ          ルタ′ο″″J●P“′
“

エゾバイ科

Ⅲ(07●1 テングニシ        ル
“
J/2s"″
"

テングニシ科

lll-C1742 atr+)i 4 Sydaphera spengleriana コロモガイ科

‖(19Юl サヤガタイモガイ      /1rttκα″乳″rgar″″
Ⅲ―C1902  ハルシャガイ          ιj″∝ο″

"rass″
″ryS

イモガイ科

イモガイ科

‖(20-02  ヒメトクサガイ       β″ッ
“

″rraも

"。
″Jca タケノコガイ科

Ⅳ―A01-01  マキギヌガイ        Иc″ιリッη″IS励″ 暢紐目 トウガタガイ科

Ⅳ 30141  オオシイノミガイ      /cた ο″sたらο″″ 頭楯目 オオシイノミガイ科

Ⅵ-301“ 1  ツノガイ            /″ ″rrs″ι″滋勤″
Ⅵ 801つ2  ヤカドツノガイ        Dθ″″″″″rPa′αル″ra″″′りοct“謬ra″″

ッノガイロ

ツノガイロ

ツノガイ科

ッノガイ科
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PL 写真 コードNo  和 名            学 名 日 名 科  名

7 ４９

”

５‐

５２

５３

弘

Ⅶ(01■1  ハイガイ          及客′rrarca gra″αロ

Ⅶ(01つ2  サルボウガイ        Sc″ 力ぼcas″ι
`″
″α″

Ⅶ(01-03  コベル トフネガイ      Иκα bο″
“
だi

フネガイF4

フネガイロ

フネガイ日

フネガイ科

フネガイ科

フネガイ科

Ⅵ-001→1  イガイ           ッン′jJyS Cαワ瑯
Ⅵ 001●2  ムラサキインコガイ     Sυ′J/a′ツ′rga″ s
Ⅵ D01●3  ヒメイガイ        &η rfra′ ル

`″

α
`

イガイロ

イガイロ

イガイ日

イガイ科

イガイ科

イガイ科

8
５５

５６

・

・

５７

５８

５９

６０

VI―E0501  イタヤガイ         P“ た″αあi“
“
s ウグイスガイロ

ウグイスガイロ

ウグイスガイロ

ウグイスガイロ

ウグイスガイロ

ウグイスガイFl

ウグイスガイロ

ウグイスガイロ

イタヤガイ科

VI{05-02  アズマニシキガイ      Cttaび ノ
"″`ガVI{05-03  トウキョウホタテガイ    乃

“

にフθοた
"ι
¨ α
"お

イタヤガイ科

イタヤガイ科

VI{09L01  ナミマガシワガイ      И′ο″′bοカカθ″sお ナミマガシワガイ科

VI―E12-01  マガキ           Crassο srraα  grgas
VIモ 12●2  イタボガキ         0"raα  d′″s′′α″′::ぃo

VI{12●3  イワガキ          Crassο
““
α″物′ο″α

VI{12-99  イタボガキ科種不明     Osttdae αn&sp.indet

イタボガキ科

イタボガキ科

イタボガキ科

イタボガキ科

9 ６‐

６２

６３

“

６５

¨
６６

６７

VI―F02-01  マツカサガイ        ル″rsjルパブ″α″′おrs
nf02-03  イシガイ           じ″ο滅,7gras潔

イシガイロ

イシガイロ

イシガイ科

イシガイ科

VI■1801  シオフキガイ        ル徽rrra g″αdra■ttrarぉ
Ⅶ

“

18-02  バカガイ          M∝ rra cカルο″sls

W“18-03 アリツガイ        C“ あFracrra“ ′″″́″

VH“18-04  ミルクイガイ         rras″s々′″
“

Ⅶ■18-05  オオトリガイ        ι″rrar″ maxttα

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

マルスダレガイロ

カヽガイ科

カヽガイ科

カヽガイ科

カヽガイ科

カ`ガイ科

８

６９

Ю

７‐

７２

７３

Ｚ

７５

Ⅶ■19ηl  フジノハナガイ       C″
"か “

′彰″:『α″ωお フジノハナガイ科

VIH"0』1  サビシラトリガイ      ルタοο″α οο″rab″″ra
Ⅶ■20Ю4  テリザクラガイ       ルb%′raルi&Кeな
Ⅶく2●06  ヒメシラトリガイ      ル″οο″α″ιο″g″α
Ⅶ■m_99  ニッコゥガイ科種不明    ル〃″Zα

`gθ
″&ψ 滋ルム

ッコウガイ科

ッコウガイ科

ッコウガイ科

ッコウガイ科

Ⅶ■22Юl  ムラサキガイ        Sο セセt■im″″力ω
Ⅶ‐優 2●2 フジナミガイ       &"効 銘レηら

“
″ iれまαお′

W“″→3  ハザクラガイ         Psa“ ″ο′
“
α″ル″

シオサザナミガイ科

シオサザナミガイ科

シオサザナミガイ科

７６

７７

７８

７９

８０

８‐

８２

一
８３

●

８５

８６

８７

Ⅶe5“1  マテガイ           SO″ ″s″たr2s マテガイ科

VI■29-01  ウネナシトマヤガイ     ルψ
`z′

″″″ra″″ フナガタガイ科

nS2● 1  ヤマトシジミ        Cο めjο″″ュψ9″′σ′ シジミ科

VI■34●1  ヒメカノコアサリ      カ″″ο夕α″た″
Ⅵ

“

84●2  オニアサリ         Praゎ 巌 aρわ′ο
“

′ο″′ノ翻οθおIS

VI■84→3  カガミガイ         P力 ′οοsο″α′″0″ε″″
VI■84-04 アサリ           R″ ′

“

PaSρ力j々η¨

VI-034→5 オキアサリ         Gο ″″″α(Nacridisc″り″9″ j″たra
V134●6 チョウセンハマグリ     滋 ″″夕″

“
rctJ′

Ⅵ34-07  ハマグリ           ン ″″夕Jysο″″
VI■84-08  オキシジミ          Cycr,″ αsレ′ぉIs

マルスダレガイ科

マルスダレガイ科

マルスダレガイ科

マルスダレガイ科

マルスダレガイ科

マルスダレガイ科

マルスダレガイ科

マルスダレガイ科

V186-01  ハナグモリガイ        Gあ ″οο″ο″θ
“

力におJs ハナグモリガイ科

Vl+01-01 tt ,/ ri 4 Mya arenaria oonogai オオノガイロ オオノガイ科

VIJЮ5●2  イシゴロモガイ       Иψd響力οrasソ。轟レ″り′ オオノガイロ ニオガイ科

vl-A0l-01 ar l h Sepia esculenta コウイカロ コウイカ科

・ は現生標本を参考として取り上げたもの
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第70表 貝類標本分類コード 斜体文字は標本なし

目輌 ●‐日 ■ 科 名

′ 麻 歯 ″

′ 多 ″ ″

肛 菫足輌口●E● くマキガイ菫輌)
肛 自屋綱囀■こ綱 《マキガイ菫輌)
肛 ■mmm● 《マキガイEm)
工 菫
…

     〈マキガイ●●)

口 臓鳳輌●●■輌 (マキガイニ輌)
工 朧鳳綱●●菫● (マキガイ壼口)
口 菫E●●●菫輌 (マキガイm)
■ 自■鋼●●m 《マキガイヨ綱)
工 朧mmm● くマキガイm)
工 ■足輌●ロニ● (マキガイEa)
肛 ■E●●●●● 《マキガイ菫●)

= 
自足颯●●En《マキガイEm)

Ш 自屋綱nm● (マキガイ菫綱)

= 籠
E●●●菫綱 (マキガイコ燿)

工 ■層●●●m 〈マキガイニ輌)
Щ ■鳳輌●ロニ綱 (マキガイ菫輌)
工 ■足
“

會ロニ颯 (マキガイ■●)

肛 自●●nmm〈 マキガイ■綱)
肛 臓足輌宙ロニ綱 《マキガイm)
工 菫E●●●菫綱 《マキガイEm)
■ ●
…

     《マキガイEn)
〃 瞳星輌織 亜編 ←十ノイ面ρ

A凛綸■鳳口《オキナエビスガイロ)
A暉綸■鳳日くオキナエビスガイロ)
A■始■足■ 《オキナエビスガイロ)
A■綸餞屋日 (オキナニビスガイロ)
A暉鮨菫鳳口 (オキチエビスガイロ)

口‐A ‐03 ■■ガィ科
ローA ‐00 ユキ′カサガイ■
■―A ‐12 ニシキウズガイ魯
■―A ‐15 リュウテンサザエ■
口‐A ‐17 アマオブネガイ科

B ttEE日 (ニナロ)

B中■鳳口《ニナロ)
日 中菫足口くニナロ)

B中自足■ (ニナロ)
B中■菫日 (=ナ ロ)
日 中自鳳口 く=ナロ)

日 中■鳳日 (ニナロ)

● 中■鳳口 (ニナロ)

B中■凰口 (ニナロ)

工‐B

工‐日

工‐B

肛‐日

■‐B

工‐B

■‐日

肛‐B

肛‐B

‐06 夕■シ鴨
‐m タマキピガイ魯
-21 ムカデガイ科
‐25 カワニナ鴨
-20 ウニ=ナ科
‐32 ォニノツノガイ■
月旧 タマガイ科
‐53 タカラガイ■
‐54 フジッガィ鴨

C●●足口 《バイロ)
0●●鳳口 (バイロ)
C"■層日 (バイロ)
0●●屋口《バイロ)
C●H■日 くバイロ)
0●■鳳口〈バイロ)
0●●鳳口くバイロ)

■―C
コ‐C
E… C
肛‐C
工‐C
I‐C
工‐C

釧
硼
０
一

・‐７

・‐０
「

アクキガイ‖

タモトガイ■

ムシロガイ科

テングニシ科

ヨロモガイ■

イモガイ科

タケ′ヨガイ科

,翼 麟2β
`イ

ハカタガイβノ

Ⅳ 朧足輌― ●

V自 鳳輌餞口■輌
〃 慶 ″″劇 鰤

″ 』腱 麟 趨 腑

f/腰 膚薦趨
"f7腹屋綱後鮨頓

〃 縦 綱繊″鯖

″ 』腱 膚繊続

″ 麟 膚薦翻 腑

A口●口 (クチキレガイロ) F‐A ‐01 トウガタガイ轟
B■●口 《ブドウガイロ) V―B ‐01 ォオシイ′ニガイ魯
σ クス払ンクミクシβ
, スナクヾクシ″
E ′メノラシ″
F野 楯″ rと ハュガィ″
σ h饉ヽ″ ″ メガイ)
″ 葺舌β r.・クラクヾ″ノだ4βノ

′ ドーノメ″
y″ 定
"イ

ヤイマイ硼

″ ″ 燿 ″ ″ ノ〃 Jリ

Ⅵ ■ 足 綱 くツ′ガイ輌)
ス タチキレンノ労くF
Bツ ′ガイ■ V‐日 ●1 ッ′ガイ科

r、」女月 ″

r=女 月 ″
■ 二 薇 員 颯

ロ ニ 軟 員 綱

■ 二 歓 員 輌

■ 二 軟 員 綱

■ 二 軟 員 輌

π 二 牧 員 颯

■ 二 薇 員 輌

■ 二 依 員 輌

ロ ニ 軟 員 輌

■ 二 軟 員 輌

■ 二 軟 員 輌

■ 二 槙 員 輌

ロ ニ 軟 ■ 綱

ロ ニ 槙 員 ■

■ 二 軟 員 輌

ロ ニ 薇 員 輌

″ =歯 月 ″

ス キメタンガイ″
β ク″ ガヾイ″
Cフネガイロ ■‐C ‐01 フネガイ碑
Dイガイロ ■‐D‐01 イガィ‖
Eウグイスガイロ
Eウグイスガイロ

■‐E‐05 イタヤガイ科
■―E -12 イタポガキ科

Fイシガイロ I― F ‐02 イシガイ‖
Gマルスダレガイロ
0マルスダレガイロ
Qマルスタレガイロ
0マルスタレガイロ
0マルスタレガイロ
Qマルスタレガイロ
0マルスタレガイロ
0マルスタレガイロ
Qマルスダレガイロ

■‐G
H-0
■-0

■―G
T‐G
■‐Q
I‐●

■‐Q
I‐0

‐10 パカガイ鴨
‐19 フジノハナガイ科
-20 ニッョウガイ‖
‐22 シオサザリニガイ轟
‐25 マテガイ科
‐20 フナガタガイ科
‐32シジ■■
‐34 マルスグレガイ

“‐30 ハナグモリガイ鴨
Hオオ′ガイロ
Hオオ′ガイロ

I―H -01 オオ′ガイ鴨

I― H ‐05 ニォガィ‖
′ ′ タヾンガイそ用リ

輌

膚

″

足

燿

燿

■

層

″

口

層

″

Aコ ウィカロ
β ンンイカβ
σ ス薇形″ rタコ″
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4.貝類標本写真図版・解説
PL.1(原 始腹足日)

Ⅲ 腹足綱前鯉亜綱 (マキガイ亜綱)

Ⅲ―A原始腹足目
ミミガイ科

マダカアワビ属の 3種、マダカアワビ、

メガイアワビ、クロアワビはよく似ている。

いずれも殻は壊れやすく、貝塚産ではたい

てい破片であるため、種までの特定はむず

かしい。

1 マダカアワビ I11-A03-01

標本は谷津台貝塚の前期貝層から得られ

たもので、背面の孔列が大きい特徴からマ

ダカアワビである。

ユキノカサガイ科

2 ツポミガイ Ⅲ―A08-01
ヒメコザラガイの生態型の一つ (亜種)で

ある。ウミニナ殻に付着して、いちじるし

く殻頂の高くなったものを「ツボミガイP

P lampanicola Habeと して区別する場合

もある」『世界文化社』。今のところ貝塚標

本ではウミニナ類に付着したこのタイプに

限られるので、亜種名で報告することにし

ている。

ニシキウズガイ科

3 イシダタミガイ Ⅲ―A12-11

外洋水の影響の強い房総南部や利根川河

□域の貝塚で見られる。標本は中台貝塚の

ものである。レンガ状の模様や殻高の形状

が独特なので同定は容易である。

4 イポキサゴ Ⅲ―A1221

東京湾東岸の大型貝塚の最重要種であ

る。よく似た種にキサゴがあるが、本種は

内湾に生申している。キサゴより小さく、

縫合下に顆粒が生じるものが多い。膀盤 (滑

層)が殻径の1/2以上。区別のポイントとし

て信頼できるのは騰盤の大きさである。た

だし、内湾種主体の貝層であれば、とくに

くわしい観察をせずにイボキサゴとしてい

る。

5 キサゴ Ⅲ―A12-22

イボキサゴによく似るため参考として東

京湾盤洲産の現生標本を示した。今のとこ

ろ当センターでは貝塚産の標本を得ていな

い。外洋種で、イボキサゴより大きくなり、

縫合下の顆粒は生じないものが多い。隣盤

(滑層)が殻径の1/2以下。

6 ダンベイキサゴ Ⅲ―A12-23

「ナガラミ」と呼ばれて九十九里浜の名

物である。縄文時代にもこの地域の外洋に

近い貝塚の主要構成種である。形状はイボ

キサゴに似るが、ずっと大きくなるので区

別は容易である。小さめの個体では、螺溝

が弱 く、螺肋と顆粒がなくて表面が平滑で

あることにより区別できる。

クボガイ亜科

「磯ものJと 呼ばれて食用にされるもの

が多 く、岩礁性の貝塚に多い。クボガイ、

ヘソアキクボガイ、ヒメクボガイ、コシダ

カガンガラはよく似ているので注意が必要

である。

7 クボガイ Ⅲ―A12-05

潮間帯の礫海岸に多い。踏孔が閉じて緑に

塗られている。標本は中台貝塚産で、クマ

ノコガイとしていたが、殻表にしっかりし

たうねをもつので本種である。よく似たヘ

ソアキクボガイはふつう膀孔が開いており、

また、外唇の端部が細長 く巻いている。

8 コシダカガンガラ Ⅲ―A12-32

潮間帯の岩礫海岸に多い。騰孔が開いて

周囲が白いことで、クボガイと区別できる。

膀孔の開いたヘソアキクボガイとは殻底に

螺肋がない (成長肋のみがある)こ と、外

唇がそれほど長く巻かないことで区別する。

殻表の斜めのうね (縦肋)はヘソアキクボ

ガイ、ヒメクボガイより大い。標本は中台

貝塚のもので、報告ではクボガイとしてい

たが、膀孔が開いているので誤 りである。
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PL。 2(中腹足目 1)

リュウテンサザエ科

9 11-A15-01スガイ

貝塚からは殻と蓋が出土する。一般に潮

間帯の岩礫底に棲むが、内湾性のマガキの

多い貝塚でもよく見られる。奥東京湾岸貝

塚でまとまって出土することがあり、湾奥

の泥干潟でカキ礁などに付着していたもの

とみられる。とくに形状の似た種はなく、

殻表や軸部分の破片でも同定できる。軸部

分は真珠質の光沢があり、殻口は円く、膀

孔がない。外唇は縁取られる。「磯もの」の

中でも味の良い貝として知られる。

10 m― A15-03サザエ

殻がもろく、貝塚からはたいてい破片で

出土する。蓋のみが出土する場合も多い。

アマオブネガイ科

1l I11-A17-02ヒ ロクチカノコガイ

アマオブネガイ科には形状の似た種が多

いが、写真の有吉北貝塚標本では殻表の鋸

歯ないし網目状の模様も残っているので、

本種と特定できる。そのほか、螺塔が全く

といっていいほど形成されない。内唇滑層

が発達して平坦になり、殻口は半円形を呈

する、といった特徴がある。

現在では有明海以外では稀で、本州中部

以南に生息する暖海種であるが、県内のい

くつかの縄文貝塚で見ることができる。

Ⅲ―B 中腹足目

夕ニシ科

県内の貝塚で検出例があるのはオオタニ

シとマルタニシの 2種である。おもに、オ

オタニシは湖沼や河川で、マルタニシは水

田で見られ、どちらも食用になる。マルタ

ニシは水稲耕作とともに日本に移入したと

考えられており、 2種を見分けることは重

要である。よく似ているので、慎重を期す

必要がある。これまでに同定された結果を

みると、縄文時代はほぼオオタニシに限ら

れ、弥生時代以降はマルタニシが多いよう

である。荒海貝塚の晩期貝層ではマルタニ

シが発見されている点は興味深い。なお、

当センターの分類作業では破片をバイと混

同したことがあった。体層の殻表はやや似

ているが、タニシ類はずっと殻が薄い。

12 111-B05-01オオタニシ

マルタニシに比べて螺層の膨らみが弱 く、

数本ある弱い螺肋が少し角張つている。

13 111-B05-02マルタニシ

オオタニンに比べて螺層が丸 く膨れてお

り、縫合のくびれがつよい。またそれほど

大きくならない。

タマキビガイ科

14 111-B09-01タ マキビガイ

しぶき帯にいて海水から逃げながら岩礁

上に群棲している。螺塔に2本、体層に 3

本の太い螺肋がある。軸の下端に踏孔、水

管溝とももたないのが特徴である。

ムカデガイ科

15 11-B23-01オオヘビガイ

管状の形状と、細かい鱗状の殻表の特徴

から、破片でも同定可能である。オオヘビ

ガイ属には暖海や深海に形態の似たものが

いくつかあるが、その可能性はとても低い

ため、本種としておく。有吉北貝塚で破片

を得ているが、写真は古墳時代 (高沢遺跡)

のもので、イガイに付着して持ち込まれて

いる。

カワニナ科

16 111-B25-01カ ワニナ

ウミニナ科などと同様の塔形であるが、

殻が薄く、水管溝がないことなどから間違

えることはない。多くの地方変異型があり、

貝塚産でも複数の亜種が見られる。標本 a

はカワニナ型、bはチリメンカワニナ型で

ある。
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PL.3(中 腹足 目 2)

ウミニナ科

形態の似た多 くの種が貝塚から検出され

る。現在、日本産 6属のうち標本を所有し

ているのは以下の 3属 6種である。なお、

オニノツノガイ科のカニモリガイもよく似

ている。

フトヘナタリガイ属

フトヘナタリガイ

ヘナタリガイ属

カフアイガイ

ヘナタリガイ

ウミニナ属

ホソウミニナ

ウミニナ

イボウミニナ

オニノツノガイ科

カニモリガイ

幼貝や残りの悪いものでは種までの同定

は難しい上、成貝でも間違えやすいものが

多い。東京湾岸の貝塚では混獲によると判

断できるケースが多いので、あまりよく観

察せずに「ウミニナ属」「ヘナタリガイ属J

としてきた。しかし、実際には両者を区別

できないものはウミニナ属に含めてしまう

など問題があった。今後は、数量が多く、

食用に採取されている場合など、特に必要

な場合は種レベルの同定を行い、通常は「ウ

ミニナ科Batillariidae gen gt sp lndet

としていきたい。

17 ⅡI― B28-01フ トヘナタリガイ

カフアイガイとヘナタリガイに似ている。

螺層が中ほどで膨らみ、 5本以上の螺肋を

持っていれば本種である。また、殻底の平

らな部分まで強い螺溝が続いている。殻頂

部の螺塔は生きているときから欠けている。

18 ⅡI― B28-02ヘナタリガイ

螺層には 3～ 4本の螺肋があり、浅い縦

溝で区切られて顆粒状になる。中ほどが膨

らまないこしごフトヘナタリガイと区別で

きる。ただし、 3本の螺肋が四角く規則的

に並んでいればカワアイガイである。螺層

はイボウミニナともよく似ている。殻底の

平らな部分があれば本種である。ここにも

螺肋をもつが、フトヘナタリガイほど強 く

ない。かなり大きく成長した個体であれば、

体層の一部分が強 く出っ張つているという

本種のみの特徴があり、容易に判断できる。

boCは幼貝で螺層の縦溝が発達せず、

ウミニナ属との区別は難しい。殻底が平ら

なのでヘナタリガイ属とわかるが、破片な

ら同定は無理であろう。

19 11-B28-03カ ワアイガイ

ヘナタリガイ属であり、殻底部がやや平

らになっている。螺層は一層に 3列のつぶ

つぶが規則的に並ぶ。

20 11-B28-04ホ ソウミニナ

当センターでは検出例がないが、県内の

縄文貝塚でいくつか同定されているので、

参考として盤洲産の現生標本を掲げた。外

洋から湾 []部に生息し、盤洲では現在ぶつ

うに見られる。写真のように螺塔が細 く、

体層や殻日が丸く膨らむことでウミニナと

区別できるが、もっとウミニナに近いもの

もあって、一部は区別が難しい。

21 11-B28-04ウ ミニナ

ヘナタリガイ属の殻底が平らであるのに

対し、ウミニナ属は丸みを帯びている。イ

ボウミニナとの差異は図鑑で見るほど明確

でないものが混じる。螺層全体が若干膨ら

む。殻日の形状は丸みが強 く、内唇の滑層

が発達している。 とくに後口側が丸みを帯

びるほど発達していれば本種である。その

ほか、螺塔の縦肋が発達せず、螺溝が規則

的であることが特徴である。

22 11-B28-05イボウミニナ

螺層にイポ (顆粒)を もつ白帯がある個

体が多い。ウミニナほど螺層の全体が膨ら

まない。成貝では殻日の外側 (外唇)が切

れ込んでいて区別しやすい (写真 )。幼貝で

はヘナタリガイに似ているので注意を要す

る。

オニノツノガイ科

23 11-B32-01カ ニモリガイ

ウミニナ科の貝に似ている。螺層と殻口

の形状が細長いことで区別できる。水管溝

は管状に近 く、やや反 り返る。
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PL。 4(中腹足 日 3・ 新腹足目 1)

タマガイ科

24 Ⅲ―B48-01ツメタガイ

内湾性の貝塚でたいてい出土するが、ま

とまった例は少ない。肉は硬めだが大きく、

現在でも「いちごがいJな どと呼ばれて食

べられている。

形状や殻表の特徴は独特で、破片でも同

定可能である。ところで、貝塚産の標本に

は図鑑に示されたツメタガイ、ホソヤツメ

タガイの両者が見られる。しかし、最近間

嶋 は両者 をツメタガイ Gulossaulax

didymaと して同種内の異型としている(間

嶋1987)。 有吉北貝塚の標本でも写真 b～ f

のように踏索の発達の度合いは漸移してい

て区別しがたい。したがって 1種として扱

い、必要に応じて、踏索の未発達なものを

「ツメタガイ型J、 発達したものを「ホソヤ

ツメタガイ型」とする。比較的湾口に近い

山野貝塚や峰ノ台貝塚ではホソヤツメタガ

イ型が多いようである。

25 111-B48-03ネ コガイ

形状はツメタガイに似るが、殻表に螺溝

を刻んでいることで区別できる。なお、木

戸作貝塚でフクロガイかヒメミミガイと同

定されたものは、殻高が高いことから本種

である (黒住・岡本1994)。

タカラガイ科

貝塚からはしばしば製品 。未成品の形で

発見される。タカラガイ科は種類が多く、

色彩の残っていない貝塚出土個体の同定は

難しい。しかし、種の同定によってどの海

域から持ち込まれたかを検討することが可

能になるので、専門家に同定を依頼するべ

きである。有吉北貝塚の標本は千葉県立中

央博物館黒住氏によって同定され、生息域

はすべて「房総半島以南Jであった。した

がつて、間接的に入手したとしても、安易

に「南洋Jか らの交易品としてはいけない

ことになる。また、黒潮に乗って房総半島

に漂着したものを海岸で拾ったこともあっ

たであろう。

同定根拠の記載は省略し、写真だけを掲

載する。なお、製品として報告されたもの

は標本の箱ではなく、各遺跡の整理箱に保

管されている。

26 ⅡI― B53-01オミナエシダカラガイ

房総半島以南の潮間帯の岩礁海岸に生息

する。背面を擦り切った痕跡をもつ。殻口

部のさらに分割したタイプではなく、殻□

部全体の製品が破損したものであろう。

27 ⅡI― B53-02キイロダカラガイ

房総半島以南の潮間帯の岩礁に生息す

る。背面は擦り切りによって取り去られた

ものとみられる。遺跡から出土するタカラ

ガイ製品は模様のきれいな背面を擦り切っ

て殻口部を残した製品が多い。

28 111-B53-03ハナビラタカラガイ

房総半島以南の潮間帯の岩礁、珊瑚礁に

多産する。ときには潮だまりにはき集めた

ような大群を作る。標本は背面が大きく割

れていて、製品にカロエした様子はない。

29 ⅡI―B53-04ホシキヌタガイ

房総半島以南の潮間帯下部から水深約20

mま での岩礫底に生息する。背面が大きく

割れている。
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PL. 5(新腹足目 2)

フジツガイ科

30 11-B54-01ボ ウシュウボラ

有吉北貝塚で 1点のみ見つかっている。

岩礁産である。水磨を受けて傷んだ死貝を

持ち込んだものらしい。

31 ⅡI―B54-02カ コポラ

山野貝塚で 1点見つかつている。湾口部

のいくつかの貝塚で出土例がある。潮間帯

下部からより深い岩礫底に生息するので、

死貝を持ち込んだ可能性が高い。

Ⅲ―C 新腹足目

アクキガイ科

32 111-C01-01アカニシ

県内の縄文貝塚ではとくに似たものが出

ないので、破片でも同定可能である。結節

は角状になるものからほとんど出っ張らな

いものまで変異が大きいとされている。写

真 aはチリメンボラに似ているようにみえ

るのは、やや下から撮影したため、結節が

強調されたものである。

33 ⅡI― C01-02イ ボニシ

レイシガイに似る。結節が弱いことで見

分けるが、結節の小さめのレイシガイは見

分けにくい。岩礁域に多いが、肉食でとく

にカキを好むといい、内湾砂泥底種が中心

の貝塚でもしばしば見ることができ、有吉

北貝塚ではまとまっている例 もあった。

34 ⅡI C01-03レイシガイ

イボニシに似る。一般にレイシガイの結

節は大きく丸 く発達するが、小さめのもの

ではイボニシとの区別が難しい。山野貝塚

の標本の結節は大きくないが、高いことで

イボニシと区別した。

35 Ⅱl―C01-04アクキガイ科種不明

図鑑を見ると、写真の標本に似るのはカ

ゴメガイ、ツクシカゴメガイ、ヒメヨウラ

クガイの 3種だが、今のところ決定できな

い。

タモ トガイ科

36 111-C03-02マルテンスマツムシガイ

タモ トガイ科の中で体層の周縁が鈍 く角

張り、殻口が比較的広いこと、外唇内壁に

ひだを持たないことなどから本種 とした。

写真には図鑑と同様の綾杉紋様 も見える。

本種はおもに海藻の間に棲む。これまでに

確認したところでは上新宿貝塚と上貝塚の

マガキの多いサンプルに混じっており、マ

ガキに付着した海藻に付いて持ち込まれた

可能性が高い。必ずしも海藻を利用してい

た証拠とはいえないようである。

ムシロガイ科

37 11-C04-01ア ラムシロガイ

イボキサゴ層に多く混入している。よく

似たムシロガイが時々見られるので注意を

要する。体層がややぶっくらとして、むし

ろ状の模様が細かく見えたらムシロガイの

可能性がある。決め手は外唇内縁のひだが

4つ内外なら本種である。

38 ⅡI―C04-02ムシロガイ

アラムシロガイに似ていて、外唇内縁の

ひだがたくさんあれば本種である。アラム

シロガイより体層の丸みが強 く、殻表のむ

しろ状の彫刻が細かい。また、成貝では内

唇滑層が前種より広いが、幼貝では当ては

まらない。
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PL. 6(新 腹足日 30ツ ノガイロ)

エゾバイ科

39 111-C05-01バイ

あまり似た種がなく、同定は容易である。

ただし、タニシ類と混同した例があった。

本種は殻がずっと厚い。

テングニシ科

40 ⅡI c07-01 テングニシ

イトマキボラ科のナガニシとともに東京

湾岸の貝塚で散見する。標本は山野貝塚か

ら出上したものである。

コロモガイ科

41 Ⅲ―c17-02コ ロモガイ

高沢遺跡から1点出土している。 トカシ
オリイレポラに似る。 2種で検討すると、

標本は螺塔が高く、軸唇に3個のひだがあ

ることからコロモガイとした。 卜ヵシォリ
イレボラは軸唇に弱いひだが 2個ある。

イモガイ科

イモガイ科は種類が多く、貝塚出土個体

の同定は難しい。有吉北貝塚の標本は県立

中央博物館黒住氏に同定をお願いしたもの

であり、生息域はすべて「房総半島以南J

であつた。安易に「南洋」からの交易品と

することはできない。

同定根拠の記載は省略する。

42 Ⅲ―C19-01サヤガタイモガイ

房総半島以南の潮間帯の岩礁に生息する。

水磨を受けた打ち上げ品を持ち込んだので

あろう。

43 11-C1902ハ ルシャガイ

房総半島以南の潮間帯下部以深の岩礫

底、サンゴ礁に生息する。各頂部は擦痕が

著しく、すでにかなり減っている。カロエ品

または未成品である。

タケノコガイ科

44 Ⅲ―C20-02ヒ メトクサガイ

タケノコガイ科やオニノツノガイ科に近

似種があるが、螺層に顆粒をもたず、はっ

きりした縦肋をもつことから本種とした。

標準和名は F保育社』『学研Jで トクサガイ

としていたが、『世界文化社』に従う。

Ⅳ 腹足綱後鯉亜綱

Ⅳ―A腸紐目 (クチキレガイロ)
トウガタガイ科

45 Ⅳ―A01-01 マキギヌガイ

規則的な螺状溝を刻む螺層をもつ。形状

も F学研Jの写真と酷似するので本種とし

た。ただし、参考とした 3つの図鑑では本

種とマキモノガイ (外形はずっと丸く膨ら

む)と の間で和名に混乱がある。F世界文化

社』には本種の記載がないため、F学研』に

従うことにした。

Ⅳ―B 頭楯目

オオシイノミガイ科

46 Ⅳ―B01-01オオシイノミガイ

オオキジビキガイに似る。写真の標本は、

『世界文化社』図鑑の写真でみると形状が

両者の中間ぐらいに見える。しかし、殻表

の螺状溝が体層の下 2/3ほ どにあって、そ

れより上部には見られないこと、体層が殻

高の 1/3を占めることから本種とした。

Ⅵ 掘足綱 (ツノガイ綱)

Ⅵ一B ツノガイロ
ツノガイ科

県内の縄文貝塚ではツノガイとヤカドツ

ノガイの 2種の出土例がある。いずれも潮

間帯下部より深い海域に生息しており、貝

塚産の資料は沖合からまたは自然貝層から

浜に流れ着いた貝殻が持ち込まれた可能性

が高い。殻口部付近を使った管玉状の装飾

品にカロエされることがある。

47 Ⅵ―B01-01ツノガイ

殻頂付近には9本の稜があり、殻口に向

かつて消える。

48 Ⅵ―B01-02ヤカドツノガイ

6か ら8本の縦肋と弱い問肋をもつ。殻

口から見ると八角形になるものが多い。

-364-

″

一
一ｒ 荀
ｈ
ｉ



(フネガイロ 0イ ガィロ・ゥグイスガイロ

Ⅶ 二枚貝綱

Ⅶ一C フネガイロ

フネガイ科

県内貝塚で出土している種について特徴

を示す。ほぼこの順に大きくなる。なお、

貝塚産標本を所有しているのはハイガイと

サルボウガイのみである。以前はハイガイ

まで含めてAnadara(ア ナグラ属)と され

ていたが、現在は 2属に分けられている。

リュウキュウサルボウ属 Tegillarca

ハイガイ   17～ 18本 /目立つ

サルボウガイ属 Scaphaca

クイチガイサルボウガイ

30～34本/左殻殻頂にあり

サルボウガイ 30～34本/左殻殻頂にあり

サ トウガイ  38本 内外/な し

アカガイ   42～ 43本 /な し

(放射肋数/顆粒。結節 )

放射肋数から判断できないのはクイチガ

イサルボウガイとサルボウガイである。

49 Ⅶ―C0101ハ イガイ

他の種に比べて放射肋がずっと少ないの

で区別しやすい。暖海種で、縄文時代の温

暖化を示す指標 としてよく知られている。

県内の貝塚では縄文早。前期に多 く、東京湾

では後期まではまとまった例がある。

50 Ⅶ―C01-01サルポウガイ

今のところクイチガイサルボウガイとの

区別ができないが、従来通 リサルボウガイ

としておく。クイチガイサルボウガイは肋

間が広 く、左殻と右殻の腹縁の食い違いが

著しいとされているが、未確認である。サ

ルボウでも右殻は肋間が広い個体が多 く、

図鑑の写真に比べて肋間が広いからといっ

て、クイチガイサルボウガイであるとはい

えない。今後クイチガイサルボウガイが混

じっていないかどうか注意したい。

51 Ⅶ―C01-03コ ベル トフネガイ

同属のオオタカノハガイ、ワシノハガイ、

フネガイに似るが殻表の特徴から本種 とし

た。ワシノハガイより放射肋が細かい。成

長脈が殻頂部付近以外は弱 く、布目状にな

らないことから、オオタカノハガイ、フネ

ガイと区別できる。

Ⅶ―C イガイロ

イガイ科

殻の前後が非対称で、後側縁が大きく成

長する。これによって左右を見分ける。

52 Ⅶ―D01-01イ ガイ

外洋の岩礁に生息するため、県内の縄文

貝塚の出土例は少ない。標本は高沢遺跡の

古墳後期の貝層から出土したものである。

イガイ属 (MyJlus)に は殻頂の内側に隔

板がない。同属の中では殻頂がムラサキイ

ガイではやや鈍角であるのに対して、本種

では鷲鼻状に曲がっている。しゅうり貝と

呼ばれ、東北地方では味噌汁の具などとし

て、おいしい貝とされている。

なお、ムラサキイガイはムール貝として

知られるヨーロッパ原産の移入種であり、

遺跡からは出土せず、こちらは内湾に多い。

53 Ⅶ―D01-02ム ラサキインコガイ

殻頂の内側に隔板を持つ点で、My● lusイ

ガイ属や Hormomyaヒ バリガイモ ドキ属

と区別される。同属 (Septifer)の クジャク

ガイ・ シロインコガイとは腹縁の内側が細

かく刻まれていないこと、腹縁の近 くの殻

表は放射溝が弱く、成長脈のみであること

で見分けることができる。

54 Ⅶ―D01-02ヒメイガイ

前種によく似るが、殻が厚めなこと、放

射溝が縁まで続いていることで区別できる。

なお、シロインコガイ (伊豆半島以南の暖

海種)は もっとよく似ていて判別が難しい

が報告に従う。
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PL 8(ウ グイスガイロ2)

Ⅶ―E ウグイスガイロ

イタヤガイ科

ホタテガイ類である。殻頂部の両側に張

り出した耳状部をもち、ちょうつがい部が

左右均等 (等歯式)なのが特徴である。左

右の殻が身と蓋になる左右不等殻の種と等

殻の種あり。

55 Ⅶ―E05-01イ タヤガイ

有吉北貝塚で 1点破片が出上している。

殻は膨らんでおらず、左右不等殻の種の左

殻である。放射肋の間隔が広いので、イタ

ヤガイとした。イタヤガイは放射肋が 8～ 10

本であるのに対して、近縁のハナイタヤガ

イは16本 ぐらいある。

56 Ⅶ―E05-02ア ズマニシキガイ

有吉北貝塚で破片が出上した。ホタテガ

イ形で放射肋上に鱗片が立つ。左殻は数本

おきに強い放射肋があり、右殻より膨らむ。

Ⅶ―E05-03ト ウキョウホタテガイ

縄文時代には絶滅していた化石種である。

下総台地の成田層に多い、更新世後半の寒

冷期の示相化石である。有吉北貝塚標本も

自然貝層か、またはそれが浜に流れ着いた

化石を持ち帰ったものであろう。

ナミマガシワガイ科

Ⅶ―E09-01 ナミマガシワガイ

岩礁域に生息するが、カキ礁にも伴う。

流山市の上貝塚貝塚、上新宿貝塚で出上し

ている。よく似たナミマガシワガイモドキ

とは左殻内面の筋肉痕により区別できると

される (『世界文化社J)が難しい。黒住氏

の教示により本種とした。

イタボガキ科

マガキは縄文時代の貝塚を構成する最重

要種の一つである。一方、イタボガキはお

もに縄文中期の貝輪の材料として知られて

いる。殻が薄いもの、右殻のよく膨らんだ

ものは破片でもマガキとわかるが、わかり

にくいものはイタボガキ科としている。膨

らんだ側が左殻である。

57 Ⅶ―E12-01マ ガキ

生息環境によって形態の変異が大きい。

①別のカキの殻に付着、②他の貝 (ハ マグ

リ、ウミニナ=写真a等 )に付着、③棒状の

植物に付着、④付着痕跡のないもの、など

をみる。内湾砂底の漁を中心とした貝塚で

は②と③が多く、湾奥 (河口域)の干潟の

漁を中心とした貝塚では、①④が多い。写

真bは①十③である。なお、1個 と数えるの

は殻頂先端を残すものに限るべきである。

左右の形状は簡単に区別できる (写真)の

で、小片でも同定が可能である。

58 Ⅶ―E12-02イ タポガキ

貝輪の素材はみな本種とされてきたが、

本来イワガキとの区別は専門家でも難しい。

有吉北貝塚では両種が確認された。突出部、

または桧皮葺き状の整った成長肋をもつも

のはイタポガキである。明白でないものは

「イタボガキ科Jま たは「イタボガキかイ

ワガキ」とするべきである。なお、本種は

砂泥底に、イワガキは岩礁域に生息する。

59 Ⅶ―E12-03イ ワガキ

イタボガキとの区別が難しい。今のとこ

ろ積極的に本種と同定するための特徴を見

いだすことができない。有吉北貝塚標本は

中央博黒住氏によって同定された。

60 Ⅶ―E12-04イ タボガキ科種不明

破片や幼貝は種レベルの同定が困難であ

る。疑いのあるものは不明としておくべき

であろう。写真はウミニナに付着して持ち

込まれたのが確認できる幼貝の例である。
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Ⅶ―F イシガイロ

イシガイ科

強い真珠光沢をもつ小さな二枚貝はこの

類のものとみてよい。県内貝塚で出土する

のはほぼマツカサガイとイシガイに限られ、

よく似ている両種の区別が問題となる。い

ずれも淡水種であり、マツカサガイは流れ

のある河,||に 、イシガイは河
'か
らクリー

ク状の部分にまで生息する。後期以降にイ

シガイが多くなるのは、谷底に泥が発達し

たことを示す可能性がある。

61 Ⅶ―F02-01マ ツカサガイ

イシガイとは形状が似ており、側歯の形

状や殻表のさざ波状の彫刻も共通する。以

下の特徴によって区別し、難しいものは「イ

シガイ科種不明Jと している。

①殻全体が残っていれば、イシガイの方

が細長いことで区別できる。

②腹縁に若干でも湾入があればイシガイ。

③さざ波状 (松かさ状)の模様が腹縁近

くまであればマツカサガイ。(大型に成長し

たものは模様が消失するとされるが、それ

ほど大きな個体はあまり見られない)

④マツカサガイの主歯 (擬主歯)は厚く、

表面の溝は放射状。イシガイは薄く、表面

の溝は後背縁と平行である。

62 Ⅶ―F0203イ シガイ

マツカサガイと似ている。マツカサガイ

で示した特徴によって区別している。

Ⅶ―Gマルスダレガイロ

バカガイ科

シオフキガイ、バカガイ、アリソガイは

ちょうつがいの形状や殻表の成長肋などが

似ている。ただし、注意すれば形・大きさ

によって破片でも区別できる。

63 Ⅷ―G18-01シオフキガイ

内湾部の貝塚の主要構成種である。バカ

ガイ、アリソガイより霧わ よゞく膨らみ、背

縁の丸みが強 く、殻頂部が丸 く盛 り上がる。

殻表の成長肋は規則的で深い。なお、破片

はヤマ トシジミと間違えることがあるが、

本種は膨らみ (丸み)が強い。

同属のバカガイと同様に砂を吐きにくい

ためか、美味であるにもかかわらず市場で

は下等とされ、加工食品に利用されている。

64 Ⅶ―G18-02バカガイ

成長肋は、殻頂に近い部分で弱 く、平滑。

腹縁の近 く、とくに前後では太 く低い肋が

明らかである。全体やちょうつがいの形状

はアリソガイに似ているが、本種の方が前

後に長い。貝塚産でも殻に光沢が残るもの

が多い。

味が良く資源量 も多いので水産上きわめ
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て有用な種の一つでありながら、貝塚から

まとまって出ることは少ない。アサリやハ

マグリと違ってバカガイは生活していると

きから砂を含んでいるため、砂抜きができ

ない。そこで、市場にはむき身を洗ってか

ら生、姉で、干し貝 (桜貝)と するか、部

位毎に分けて、青柳 (身 )、 小柱 (貝柱 )、

ひも (外套膜)と して出荷されている。近

世以前には砂が入っている貝として敬遠さ

れたのではないか。

65 Ⅶ―G18-03ア リソガイ

成長肋は薄 く、規則的な同心円の細いし

わ状。ただし、平滑になったものも多い。

太い肋は生じないため腹縁はバカガイと見

間違えることはないが、殻頂付近は似てい

る。バカガイの方が前後に長 く、表面の光

沢が強い。

生息域は外洋であるにもかかわらず、中

期の内湾性の貝塚から貝器として出土する。

とくに有吉北貝塚では多数であり、ほとん

どが使用痕を持つ。本種の殻の特徴が何ら

かの作業に適しているため、九十九里方面

などから運ばれたものであろう。

66 Ⅶ―G18-04ミ ルクイガイ

殻が大きく厚い。県内の貝塚では他にこ

れほど厚い二枚貝はなく、破片でも特定で

きる。すし種になる太い水管が出たまま生

活するため、殻の後端が曲がって開いてい

る。大きな弾帯受をもつ。潜水しなければ

採れない深さにいるため、縄文貝塚ではま

とまった出土はない。死貝を持ち込んで、

加工しない道具として使われたケースが多

かつたと思われる。有吉北貝塚標本には、

内面にも波に洗われた痕跡がある。

67 Ⅶ―G18-05オオ トリガイ

前後に長い形状はフジナミガイに似るが、

分類学的には近 くない。紫がかっていない

こと、殻頂部の弾帯受が大きいことで見分

けられる。殻頂部の破片はシオフキガイ科

に共通の形状であるが、殻の膨らみが弱い

ことで区別できる。なお、有吉北貝塚では

フジナミガイとともに「スリ貝Jと して加

工されており、両種が同一視されていた可

能性がある。

※シオフキガイ科の左右の識別

シオフキガイ科の多くは殻の形状からで

は前後がわかりにくいので、左右の識別も

難しい。ちょうつがいの部分でみると簡単

である。

主歯 (「人Jと いう字のような部分)が向い

ている方が前である。左右は人間と同じで、

後ろから見たときに右に来るのが右殻であ

る。
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フジノハナガイ科

68 Ⅶ―G19-01フジノハナガイ

成体で1 5cmほ どの小形の貝で、外洋の砂

中に生息する。有吉北貝塚で 1点発見した

ものだが、何らかのルー トで混入したもの

であろう。形状は各縁が直線的な三角形で

区別しやすい。殻表は弱い布目状で、内面

写真のように、腹縁が細かく刻まれる。

ニッコウガイ科

貝塚からはいくつかの種が出土するが、

まとまっていることはない。以下の種も身

が小さく、食用としての価値はほとんど期

待できない。サクラガイ類は小さな類似種

が多いので、多くはニッコウガイ科種不明

としている。今回掲げた写真や図鑑の写真

で種を判断するのは難しい。

69 Ⅶ―G20-01サ ビシラ トリガイ

腹縁全体は丸みがあり、後方が歪む。後

背縁と腹縁の後方がやや直線的なので、後

端が尖 りぎみになっている。形状はシラト

リガイモドキに似ているが、内面の外套線

湾入がきわめて深いところから本種とした。

70 Ⅶ―G20-04ユ ウシオガイ

後端がすぼまり、やや右側に反 り返る。

大きくなっても2 5cmの小形貝である。注記

のテリザクラガイは誤 り。

71 Ⅶ―G20-06ヒ メシラ トリガイ ?

白井大宮台貝塚で数点発見された。図鑑

の写真との照合によって、ヒメシラトリガ

イとしたが、サビシラトリガイの幼貝の可

能性があり、未確認である。

72 Ⅶ―G20-99ニ ッコウガイ科種不明

写真を 3点示す。今のところ種の同定は

難しいと判断されたものである。

シオサザナミガイ科

同じ Soletellina属 のムラサキガイとフジ

ナミガイは、貝塚産のものでもどちらも紫

色を帯びていて、形状 もよく似ている。な

お、科の和名はアシガイ科、リュウキュウ

マスオガイ科など図鑑によつて異なるが、

『世界文化社』に従った。

73 Ⅶ―G22-01ムラサキガイ

フジナミガイとよく似ている。本種は殻

が薄く、長めに見える。しかし、個体差が

あり写真と見比べてどちらかに同定するの

は難しい。貝塚産では閉殻筋 (貝柱)痕の

形状の差が信頼できそうである。

74 Ⅶ―G22-02フジナミガイ

ムラサキガイに似る。殻全体が残ってい

れば、殻高が高く、腹縁が丸みを帯びるこ

とで見分けられるが、個体差がある。有吉

北貝塚では「スリ貝」の例がある。

ムラサキガイ (左 )

フジナミガイ (左 )

75 Ⅶ―G22-03ハザクラガイ

F世界文化社」、『学研』には本種の掲載が

なく、写真の標本は黒住氏によつて同定さ

れた。透かしてみると F保育社Jの 「ハザ

クラJと 同様の放射状の彩色が見える。

後
６

ご

前
、

「
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マテガイ科

76 Ⅶ―G25-01マテガイ

細長い形は独特であり、容易に同定でき

る。殻頂部の傾きの方向で左右を見分ける

(写真 )。右殻には突起がある。肉量が多 く、

うま味が強いので縄文人も好んだようであ

る。たいてい本種のみの薄層を形成し、灰

や焼土を伴うことがある。焼いて食べたの

であろう。

フナガタガイ科

77 Ⅶ―G2901ウ ネナシ トマヤガイ

河回の岩礁や礫に付着している。草刈六

ノ台遺跡の縄文早期の層には小形の個体が

まとまって入っていた。マガキに付着して

いたのであろう。

シジミ科

78 Ⅶ―G32-01ヤマ トシジミ

マシジミとの区別は現世のものでも難し

いので、「シジミ科」または「シジミ亜科」

としておくのが無難なところである。しか

し、県内の縄文貝塚では (多量に出上して

いるにもかかわらず)マ シジミの確実な同

定例が示されていないことから、不確実な

がら本種としておきたい。ャマ トシジミは

縄文時代における最重要種のひとつなので、

汽水産か淡水産かの判断を放棄しておくこ

とはできない。

最近の研究では計測値から集団としてど

ちらが主体なのかを判断できる (高安他

1984)と のことであり、今後貝塚標本でも

マシジミが混じっているかどうか確認して

いくことが望まれる。ただし、マシジミと

ヤマ トシジミの棲み分けが不完全という報

告もある (藤原1982)。

マルスダレガイ科

79 Ⅶ―G34-01ヒ メカノコアサ リ

殻長 l cmに 満たない小形種であり、内湾

性の貝塚にわずかに混入している。『世界文

化社』図鑑には記載がなく、やや似ている

カノコアサリ、アデヤカヵノコアサリが載

っている。 F学研』図鑑の「放射肋がとくに

強い」「成長脈によって区切られたところは

鱗状になっているJ「放射肋は腹縁のほうで

は二つに分かれている」という特徴は写真

の標本に当てはまり、前記 2種には当ては

まらない。

80 Ⅶ―G34-07オニアサリ

小石混じりの砂泥底に生息し、食用とな

る。県内貝塚での検出例は少なく、小さな

個体が混獲されたケースが多いと思われる。

殻表はアサリに似るが、やや放射肋の方が

強い。形状はアサリより丸みが強い。

81 Ⅶ―G34-03カガミガイ

殻が厚 く、強い成長肋 (輪肋)を もつ。

内湾の貝塚で普通に見られるが、「余り美味

でないJと され、県内の縄文貝塚ではまと

まって採取された例が少ない。貝刃として

再利用される。独特の形状から同定は容易

だが、外洋性のいくつかの貝塚で、本種に

よく似たヒナガイ、マルヒナガイが同定さ

れている。これらとの区別の仕方は確認し

ていないが、これまですべて本種 としてき

た。

82 Ⅶ―G34-03アサリ

内湾性の貝塚でイボキサゴ・ハマグリに

次ぐ重要種である。やや泥がちの干潟では

ハマグリが少なくなって、アサリとシオフ

キの割合が高 くなる。殻表は布目状で特徴

的なので、小片でも同定は容易である。全

体の形状は変異が大きい。
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83 Ⅶ―G34-04オキアサリ

東京湾東岸のうち海老川から汐田川水系

の貝塚ではしばしば主体種となっている。

ハマグリに似ているが、腹縁が直線的で

全体が三角形に近い点、また、殻の膨らみ

が弱いことから区別しやすい。同じフキア

ゲアサリ属のコタマガイはよく似ているが、

潮間帯下部以下の深みに生息するので貝塚

からはほとんど検出されない。

84 Ⅶ―G34-05チ ョウセンハマグリ

九十九里側の外洋性貝塚ではダンベイキ

サゴと並ぶ主要種である。現在でも鹿島灘

や九十九里産のものが多い。大発生に数年

おきの周期があるので、内湾の主体種に比

べると、やや不安定な食材であった可能性

がある。ただし、縄文時代にも当てはまる

かはまだ検討していない。

ハマグリに比べて腹縁が直線的であるが、

破片の識別は難しい。同じ大きさであれば、

やや殻の厚いものが多い。

85 Ⅶ―G34-01ハマグリ

東京湾岸に大型貝塚を形成したのはイボ

キサゴと本種である。長く東京湾を代表す

る味覚であつたが、現在市場に出るのは外

来種のシナハマグリか、外洋産のチョウセ

ンハマグリである。チョウセンハマグリと

の区別は図鑑で見るほど容易ではない。普

通は貝塚の立地からいずれかを推定してお

り、 1個ずつ観察する必要はない。識別す

るときはは腹縁の丸みが強いのが本種であ

るが、標本が手元にないと心配である。

大きめの貝殻は貝器として再利用される。

有吉北貝塚では貝刃の他に、縁辺に擦痕の

付くものが多量に発見された。写真 aは平

均的な貝刃サイズ、bは食用サイズである。

86 Ⅶ―G34-02オキシジミ

内湾性貝塚でよく見られ、とくにマガキ

やハイガイ主体の貝層に混じっている。松

島 (松島1984)に よるとマガキ・ウネナシ

トマヤガイなどとともに「湾奥干潟群集J

に含められている。食用だが、やや味が落

ちるため、多産することは少ない。殻表に

は成長脈とともに弱い放射肋もあつて、布

目状になっている。全体の形状やこう歯が

平坦な板状になっている点はカガミガイに

似ているが、本種は殻が薄く、膨らみが強

いことで容易に識別できる。

87 Ⅶ―G36-01ハナグモリガイ

潮間帯の泥底に棲む。成長しても殻長 2

cm以下で食用にならない。東金野井貝塚で

二枚貝綱種不明Aと しておいたが、その後黒

住氏に同定していただいた。

-371-

(2壺昌》



PL.14(オオノガイロ)

オオノガイロ

オオノガイ科

88 Ⅶ―Hol-01オ ォノガイ

前後に長い形、密な成長脈などが特徴的

である。主歯・側歯はなく、左殻の大きな

弾帯受けが右殻の殻頂下に入り込む。内湾

干潟に多 く、現在でも水管が食用とされる

が、泥中に深く穿孔して生息しているため、

縄文貝塚ではまとまって採取された例は多

くない。写真の有吉北貝塚標本は内面が外

面以上に汚れており、加工されないまま道

具として使われた形跡がある。

写真のように弾帯受けが大きく突き出た

方が左殻である。

ニオガイ科

89 Ⅶ―Ho5-02イ シゴロモガイ
ニオガイ科の貝は殻表の模様が殻の途中

で変わってぃて独特である。ギザギザにな

った前域は岩などに穿孔するときに回転さ

せてヤスリの役割をする。イシゴロモガイ

はニオガイ、カモメガイなどに似ているが、

前域と後域の境が明瞭でないことと、石灰

質の「棲管Jを作ることで区別できる。普

通は泥岩などの堆積岩に穿孔して殻の周囲

に「ころもJを纏う。上新宿貝塚出土標本

でも棲管を伴っており、マガキに穿孔して

いる(写真 b)。 サンプルによってはほとん

どのマガキが無数の穿孔を受けている。マ

ガキの殻の厚さ以上には大きくなれず、幼

貝ばかりである。奥東京湾のような岩礁の

ない場所でかろうじて生息していたようで

ある。ただし、写真 aは同じ流山市の三輪

野山貝塚標本で、殻長38mmに 成長している。

何に穿孔したものであろうか◇

現在はごく限られた海湾で知られており、

おそらく縄文時代でも出土例の少ない希少

種である。

Ⅶ 頭足綱

頭足綱 (イ カ・タコ類)は重い貝殻を棄て

て遊泳動物へと進化した貝類である。

7-A コウイカロ
コウイカ科

90 Vlll― A01-01コウィヵ

コウイカ科は大きな貝殻 (イ カの甲)を

持っている。腹側の前半分にあたる「横線

面」と呼ばれる部分の破片である。縄文人

がイカ・タコ類を不U用 したかどうかは、証

拠がほとんど残り得ないことから推測が難

しい。コゥィヵは浅海に棲み、干潟にも入

つてくるので利用された可能性がある。実

際にコウイカの貝殻が出土した貝塚は少な

くない。しかし、まとまった例は間かない

ので、流れ着いた殻を持ち込んだケースも

多かったかもしれない。
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第 7節 千葉県文化財センター所有骨格標本

第 7節 千葉県文化財センター所有骨格標本

当センターでは、昭和61年度から63年度に「貝塚の資料整備」事業の一環として骨格標本の整備を行っ

た。まず昭和61年度に県教育庁文化課に依頼して哺乳動物弊死体を入手し、同年度から名倉剥製所、東洋

近代美術研究所、京都科学の 3社に標本製作を委託した。製作した標本は下表にある交連標本 5体、分離

標本17体の合計22体である。また、これに合わせてノウサギ、イタチ、タヌキ、ニホンジカの骨格図を作

成したので掲載する。

なお、当センターでは動物骨の同定・分析を外部に委託して実施しているため、その後系統的な骨格標

本の整備を進めていない。ただし、中央調査事務所千葉調査室ではイノシシ、ノウサギ、タシギ、イヌ等

の遺体を入手したので骨格分離標本を製作した。イノシシは国立歴史民俗学博物館西本豊弘氏のご厚意に

より譲り受けたものである。また、奈良国立文化財研究所松井章氏からタヌキの分離標本を寄贈していた

だいた。

標本ヽ      種 名   年齢 性  採 集 地

CB01 交連標本 イタチ   成獣 オス 千葉県加茂川

CB02 交連標本 タヌキ   成獣 オス 千葉県加茂川

CB03 交連標本 ノウサギ  成獣 オス 千葉県清澄山

CB04 交連標本 タヌキ   成獣 オス 千葉県泉公園

CB05 分離標本 ニホンジカ 成獣 オス 千葉県天津小湊

CB06 分離標本 イタチ   成獣 オス 不明

CB07 分離標本 ニホンリス 成獣 オス 不明

CB08 分離標本 ノウサギ  成獣 オス 不明

CB09 分離標本 タヌキ   成獣 オス 不明

CB10 分離標本 キジ    成獣 オス 千葉県市川市大野

CBll 分離標本 アナグマ  成獣 オス 神奈川県相模湖

CB12 分離標本 イタチ   成獣 オス 笑福山

CB13 分離標本 スズカモ  成獣 オス 千葉県幕張沖

CB14 分離標本 クロカモ  成獣 オス 千葉県幕張沖

CB15 分離標本 カルガモ  成獣 オス 千葉県幕張沖

CB16 分離標本 タシギ   成獣 オス 不明

CB17 分離標本 アナグマ  成獣 オス 千葉県加茂川

CB18 分離標本 イノシシ  成獣 オス 京都府北桑田郡

CB19 分離標本 キツネ   成獣 オス 京都府北桑田郡

CB20 分離標本 ニホンリス 成獣 オス 千葉県加茂川

CB21 分離標本 キジ    成獣 オス 千葉県加茂川

CB22 交連標本 ニホンジカ 成獣 オス 千葉県天津小湊
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